
指定管理者からの令和３年度事業報告概要 

                                       

施設名 岡山県総合福祉・ボランティア・ＮＰＯ会館 

【指定管理者の概要】 

名 称 太平ビルサービス株式会社 代表者 代表取締役 狩野 伸彌 

所在地 東京都新宿区西新宿6-22-1 

【指定管理の概要】 

指定期間 令和２年４月１日～令和７年３月31日 報告期間 令和３年４月１日～令和４年３月31日 

 
管理業務 
の内容 
 

・会館の施設等の維持管理に関すること 
・施設等の利用許可を含む施設の運営及び喫茶等の運営に関すること 
・岡山県総合福祉・ボランティア・NPO会館条例第３条に規定する業務の実施に関すること 

 等 

【管理体制の状況】 

 

 

【利用等の許可の状況】                                                            （単位：件） 

 事務所・倉庫 会議室  合  計 

許 
可 
件 
数 

３年度 17 1,326  1,343 

２年度 17 1,324  1,341 

増 減 0 2  2 

【維持管理の業務の実施の状況】 

項  目 内       容 

施設等の維持管理業
務 
 

・建物保守管理業務 ・設備保守管理業務 ・清掃業務 ・環境衛生管理業務 
・植栽・外構維持管理業務 ・駐車場管理業務 ・警備業務  
・情報ネットワーク管理業務 
  

施設等の利用状況 
 
 

・事務所・倉庫の利用許可件数 １７件 
・会議室の利用許可件数 １，３２６件 
・施設利用者数    ９７，５９３人 
 

会館の運営業務 ・会議室の運営 ・福祉関係団体事務所及び倉庫の運営 
・１階情報コーナー、２階リフレッシュコーナーの運営 
・送迎サービスの実施 ・喫茶等運営業務 
 

【利用料金の収入及び減免の状況等】                                        （単位：円、件） 

 事務所・倉庫 会議室  合  計 

収 入 額 967,179 4,513,134  5,480,313 

利用件数 17 1,326  1,343 

減 免 額 19,878,128 2,896,370  22,774,498 

 

減免理由 

 

 
・県の事務事業上、誘致したものが利用する場合（事務所・倉庫） 
・県が事業を主催する場合（会議室） 等 
 

総合管理室長 

（常勤） 

総合管理室事務員 ３名（ローテーション勤務・常時 2名） 

常駐警備員 ６名（ローテーション勤務・常時 2名） 

清掃員 ７名（ローテーション勤務・曜日により人数調整） 
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【管理に係る収支の状況】                                 （単位：円） 
 
 
 

  
 

２年度      

 
 

備 考 
 

 
３年度 

 
対前年度増減額 

 収 入 額 Ａ 144,209,701 △1,195,546 145,405,247 
 
３年度収入額 
その他の主なもの 
・入居団体共益費 
  13,128,215円 
 
 
 
 
 
３年度支出額 
その他の主なもの 
・管理者賠償責任
者保険 

       311,490円 
 
 
 
 
 

内 
 
 
訳 

指定管理料 116,823,000 △287,000 117,110,000 

利用料金収入 5,480,313 △150,766 5,631,079 

事業収入 7,440,153 △922,340 8,362,493 

その他 14,466,235 164,560 14,301,675 

 支 出 額 Ｂ 140,389,961 9,095,326 131,294,635 

内 
 
 
訳 

人件費 44,981,349 2,279,917 42,701,432 

管理運営費 85,240,941 7,298,468 77,942,473 

事業費 9,856,181 △483,059 10,339,240 

その他 311,490 0 311,490 

収 支 額 Ａ－Ｂ 3,819,740 △10,290,872 14,110,612 

県への納入金 － － － 

実質的な県負担額 116,823,000 △287,000 117,110,000 

【特記事項（管理運営業務の実施状況の点検結果）】 

点検項目 区分 特記事項（評価すべき点・改善すべき点） 

管
理 
運
営 
状
況 

①適切な施設 
管理の履行 

 
Ｂ 

 
協定及び事業計画に沿った適切な施設管理が行われていた。 
 

②法令等の遵守 
状況 

 
Ｂ 

 
法令等について遵守されていた。 
 

③安全性の確保 
 

 
Ｂ 

 
防災計画の作成、訓練の実施等、防災・危機管理意識の向上に努めた。 
 

④財産の適切な   
管理 

 
Ｂ 

 
必要な修繕を行う等、適切な管理が行われていた。 
 

 
導
入 
効
果 

①利用状況 

 
Ｃ 

新型コロナウイルス感染症等の影響でWeb会議が増加したこと等により、
会議室の利用件数は前年度とほぼ同じだが、施設利用者数は減少した。 
【利用件数】R3： 1,326件 R2： 1,324件 
【利用者数】R3：97,593人 R2:127,662人 

②収支状況 
 

 
Ｂ 

 
日常的な経費の削減に努め、収支計画に沿った適切な運営が行われた。 
 

③サービス向上 
 

 
Ｂ 

無料送迎サービスの継続や喫茶コーナーの改善等により、サービス向上
を図った。 
 

 
管理運営業務全般 

 

 
Ｂ 

協定書、事業計画書に基づき、概ね適切に管理運営業務が実施されたと
認められる。 
 

  ※「区分」欄は、点検結果の区分。区分の内容は次のとおり 
  Ａ：予定していた業務水準を上回った。        Ｂ：予定していた業務水準を概ね実施した。 
  Ｃ：予定していた業務水準の一部が実施できなかった。 Ｄ：予定していた業務水準を下回った。 


